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On Aims of the Psychoanalysis of Literature 
in S. Freud’s Der Wahn und die Träume
Jun Yamamoto
Abstract
　The subject of this paper is the question: What is the aim of the application of 
Freudʼs psychoanalysis to the literature in his Der Wahn und die Träume in W. Jensens 
“Gradiva” ? It is intended for this to become an introductory part of a more extensive 
discourse thematizing the problems of how psychoanalysis reads in literary text. 
　This paper points out that there are three aims in Freud ʼs application of 
psychoanalysis in interpreting literature and arts in general: the analysis of the text, 
the psychology of the literary production, and the psychology of the author. It is the 
first theme that forms the preparatory work and the condition for the latter two. 
　The characteristics and problems of psychoanalytical interpretation are dealt with in 
the paper by concentrating upon Freudʼs analysis and interpretation of Wilhelm 
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　しかしこの時期に当時の高弟 C. G. ユングとの間で交わされた書簡からは、フロイトの作家心
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的で社会的な行為





















2 Sigmund Freud, Der Wahn und die Träume in W. Jensens Gradiva, Gesammelte Werke Bd.7, Fischer Verlag。
以下表記は Der Wahn und die Träume。フロイトの著作の引用は『妄想と夢』は左記 GW から筆者の邦訳
を引用。それ以外は GW のほか、Studienausgabe も使用する。
 この論文の邦訳は脚注 3 にあげる『グラディーヴァ』の翻訳書に掲載されたものの他、各種全集に収めら
れたものなど数多い。







 W. イェンゼンは 1837 年 2 月 15 日生まれ、1911 年 11 月 24 日に没している。『グラディーヴァ』は多作な
作家の 1903 年の作品。イェンゼンの伝記としては、G. A. Erdmann, Wilhelm Jensen Sein Leben und 
Dichten, Verlag B. Elischer Nachfolger Leipzig があるが、1907 年出版と古い。現在入手可能なものは、お
そらく Klaus Schlagmann の著書に含まれているイェンゼン関係の論文中の伝記的記述であろう。脚注 30, 
41 を参照。
4 S. Freud, Selbstdarstellung, GW. Bd. 14, S. 82. 1925 年に書かれたこの著作でフロイトは、1895/96 年から
1906 年もしくは 7 年までを精神分析の前期、それ以降を後期と分けている。他に S. Freud, Zur Geschichte 
der psychoanalytischen Bewegung, GW. Bd. 10, S. 69. 参照。1914 年のこの論文では、1907 年が一つの節目
とされている。
5 S. Freud, Nachtrag zur zweiten Auflage von Der Wahn und die Träume, Gesammelte Werke Bd.7, Fischer 
Verlag, S. 123.
6 日常的行為の心理学という表現で想定しているのは、1901 年の『日常生活の精神病理』、1905 年の『機知
とその無意識との関係』。
7 S. Freud, Aus den Anfängen der Psychoanalyse 1887-1902 Briefe an Wilhelm Fließ, 1897 年 10 月 15 日付けの
手紙 71 を参照。ここではパラノイア患者の出生妄想が古代の英雄や宗教の始祖の物語と比較されている。
また『オイディプス王』のほか、『ハムレット』についても言及されている。それ以外にこの時期の文学へ
の関心として特筆されるべきは、C. F. マイヤーへの言及である。フリース宛の手紙では 1898 年 6 月 20 日
付けの手紙 91 で『女裁判官』が、7 月 7 日付けの手紙 92 では『修道士の結婚式』が言及されている。12
月 5 日付けの手紙 100 では、フロイトは C. F. マイヤーの伝記と作品群に関心を示している。
8 Ibid., S. 266 ff. 『オイディプス王』に続き、フロイトは『ハムレット』の解釈にも取り組んでいる。『ハムレッ
ト』解釈については、後にフロイトは、ほかの誰もなせなかった謎を解明したと自信のほどを語っている
（Der Moses des Michelangelo, GW. Bd. 10, S. 174）。他にフロイトは『夢判断』の白昼夢に言及していると
ころで、アルフォンス・ドーデーの『ナバブ』のあるエピソードを引き合いに出しながら、物語中のある
人物の空想が、願望充足としての夢と類似のメカニズムによっていることを述べている。それについては、
Die Traumdeutung, Studienausgabe Bd. 3, S. Fischer Verlag,, S. 473, 511 参照。他にこのエピソードに関して
は S. Freud, Zur Psychopathologie des Alltagslebens, GW. Bd. 4, S. 165 f. も。
9 Der Wahn und die Träume, ibid., S. 31 und S. 67.
10 Ibid., S. 85.
11 Ibid., S.117.
12 Ibid., S. 69.
13 Sigmund Freud, Konstruktionen in der Analyse, GW. Bd. 16, S. 45 ff. フロイトが分析の仕事はRekonstruktion
よりも Konstruktion と言っていることに注目。
14 サラ・コフマン、『芸術の幼年期　フロイト美学の一解釈』、赤羽研三訳、水声社、p. 211. （Sarah Kofman, Lʼ
enfance de lʼart – Une interprétation de lʼ esthétique freudienne, Edition Galilée, 1985）




Mannoni, Sigmund Freud in Selbstzeugnissen und Bilddokumenten, Rowohlts Taschenbuchverlag, 1971, S. 
98. 「詩作技法」に関するフロイトの見解については他に、Beiträge zur Psychologie des Liebeslebens, GW. 
VIII, S. 66 f. も参照。
16 Der Wahn und die Träume, ibid., S. 78.
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フロイトの『妄想と夢』における文芸の精神分析の目的テクストを読むことと精神分析
17 Ibid., S. 67.
18 Ibid. S. 67.
19 Ibid., S. 33.
20 Die Traumdeutung, ibid., S. 268. 『オイディプス王』980 行目の「夢のなかでも母親と臥床をともにした者は
大勢おります」というイオカステの言葉を、「誤解しようのない示唆」と書いている。
21 Ibid., S. 120 f.
22 Der Wahn und die Träume, ibid., S. 120. いっそうはっきりとは、S. Freud, Dostojewski und die Vatertötung, 
GW. Bd. 14, S. 417. フロイトはここでシュテファン・ツヴァイクの『ある婦人の生活からの二十四時間』を
テーマに、作者の意図に対するテクストの独立性について明確に語っている。
23 Der Traumdeutung, ibid., S. 266.
24 たとえばフロイトの以下の著作を参照。Die Traumdeutung, ibid., S. 265 ff., Vorlesungen zur Einführung in 
die Psychoanalyse, Sigmund Freud Studienausgabe Bd. 1, S. Fischer Verlag, S. 325 ff.
25 Der Dichter und das Phantasieren, ibid. S. 223.






27 Ibid., p. 242 – 247.
28 Der Wahn und die Träume, ibid., S. 35. この箇所に「フェティシズム」という言葉は使われていないが、主
人公の足への執着については幾度となくこの表現が繰り返されている。たとえば Ibid., S. 71, 73.
29 Sigmund Freud C. G. Jung Briefwechsel, hrsg. vonWilliam McGuire u. Wolfgang Sauerländer, Fischer 
Taschenbuch Verlag, S. 44 f. 参照。このフロイト / ユング書簡集は縮刷版のため、一部の書簡はここに収め
られていない。
30 Der Wahn und die Träume, Nachtrag zur zweiten Auflage, ibid., S. 124.
31 Klaus Schlagmann, Ödipus komplex betrachtet, Verlag Der Stammbaum und die 7 Zweige Saarbrücken, 2005. 
同書所収の以下の論文を参照：“aber er versagte seine Mitwirkung” – die psychoanalytische Sicht auf einen 
Dichter und seine Novelle im Lichte neuen Materials zum Urbild von Wilhelm Jensens ʻGradivaʼ, S. 541~585。
特に S. 574 参照。フロイトが 1907 年 12 月 24 日付でユングに宛てた手紙が引用されている。そこでフロ
イトは、イェンゼンに妹がいなくても妹のような幼なじみがモデルかも知れないと述べている。 
32 Sigmund Freud C. G. Jung Briefwechsel, ibid., S. 21 f. 1907 年 5 月 26 日にユングに宛てた手紙を参照。
33 3 通とも以下の本の序論に全文が引用されている。Einleitung von Bernd Urban und Johannes Cremerius zu 
Der Wahn und die Träume in W. Jensens “Gradiva” mit dem Text der Erzählung von Wilhelm Jensen, Fischer 
Taschenbuch.
34 Friedrich Hauser, Disiecta membra neuattischer Reliefs. In: Jahreshefte des österreichischen archäologischen 
Instituts in Wien, Bd. VI （1903）, S. 79~107 参照。この論文でハウザーは、断片である「グラディーヴァ」像
の原形を復元している。また、ギリシアのコピーであるとも断定している。そのことをフロイトは『妄想
と夢』の「補遺」（1912 年）で言及しながら、イェンゼンがローマの像としたのは間違いだと書いた（Der 
Wahn und die Träume, ibid. S. 124 f.）。しかしイェンゼンは主人公にヘレニズム時代のものだろうと推測さ
せている（Gradiva, ibid. S. 7）。K. Schlagmann は W. Jensen がこのハウザーの論文を参照したと推測して
いる（Ödipus komplex betrachtet, ibid. S. 562 ff.）
35 フロイトは兄妹関係を想定したが、1907 年に出版された G. A. エルトマンのイェンゼンの伝記を読んでい
れば、それには拘泥しなかったかも知れない。エルトマンはその伝記の最初の章で、イェンゼンが孤児だ




37 日本であれば、『妄想と夢』の解説は少なくとも翻訳の数だけあると考えていい。脚注 2 参照。
38 『芸術の幼年期　フロイト美学の一解釈』、ibid. 原典の初版は 1970 年に、フロイトの『妄想と夢』につい
て集中的に論じている補遺『妄想と虚構』が加わった第 3 版が 1985 年に出版されている。コフマンはこの
本で 2 回、第 2 章と補遺とでフロイトの『妄想と夢』を取り上げている。他にジャン・ベルマン＝ノエル、
『精神分析と文学』、クセジュ文庫も参照したが、ここでの参考にはならない。ベルマン＝ノエルが参考文
献としてあげている文献の中に、同じ著者の Gradiva au pied de la lettre, P.U.F., 1983 があるが、参照できな
かった。
39 例外が K. Schlagmann の著作や論文であることはすでに述べた。注 3, 31, 35 を参照。
40 Bernd Urban und Johannes Cremerius, Einleitung zu Der Wahn und die Träume, ibid., S. 17. 
41 Sigmund Freud C. G. Jung Briefwechsel, ibid., S. 21 f.
42 たとえばジャン・ベルマン＝ノエル、『精神分析と文学』、クセジュ文庫、p. 135 参照。（Jean Bellemin-
Noël, Psychoanalyse et littérature, Coll. Que sais-je?, P.U.F., 1978.
43 Ödipus komplex betrachtet, ibid. 同書所収の以下の論文を参照：“aber er versagte seine Mitwirkung” – die 
psychoanalytische Sicht auf einen Dichter und seine Novelle im Lichte neuen Materials zum Urbild von 
Wilhelm Jensens ʻGradivaʼ, S. 541~585。他に著者の HP 上のイェンゼンに関する記述参照。これ以外に筆者
は K. シュラークマンから個人的に寄せられた以下の未発表の論文も参照することができた：Wilhelm 





45 ソフォクレス『オイディプス王』981 行目。引用はすべて岡道夫訳を使用。ギリシア悲劇全集第 3 巻、岩
波書店。




トの運命劇解釈が、たとえば同時代の古典学者ヴィラミヴィッツ（U. Wilamowitz-Moelendorff, Einleitung 
zu Sophokles Oedipus Griechisch und Deutsch, Neuausgabe besorgt von K. Kappus, Weidemannsche 
Verlagsbuchhandlung Berlin, 1939, S. 7）のそれと異なるのは、神の力が人間を圧し潰すのではなく、人間
自身の幼児期の心的体験によると理解したことである。Die Traumdeutung, ibid., S. 266 f. 参照。
48 『オイディプスのいる町』, ibid. p. 49 ff. 参照。




51 S. Freud, Vorrede zu Probleme der Religionspsychologie von Theodor Reik, I. Teil, GW. Bd. 12, S. 327.
52 筆者のフロイト批判は文化的な行為の意識性と社会性を、神経症的行為との決定的な相違点であると認め
る点で、ミハイル・バフチンのフロイト批判に通ずると言える。しかしバフチンの物質論的客観主義の視
点を承認するものではない。ミハイル・バフチン『フロイト主義』、ミハイル・バフチン著作集第 1 巻。
